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会費納入についてお願い

本年度分会費4000円をご納入下さい。

振替口座東京6ー86783をご利用下さい。

なお，前年度分未納の方は，本年度分とともに現

金書留または郵便為替でおねがいし、たします。

「東レ理科教育賞」について

東レ科学振興会より上記についての案内がありまし

た。積極的にご応募下さるよう公告いたします。

理科教育賞は，理科教育を人間形成の一環として位置

づけた上で，中学校・高等学校の理科教育における新し

い発想と工夫考案にもとづいた教育事例を対象としてお

ります。論説や提案だけではなく，実績のあるもの，例

えば，次のような事項が考えられます。

(1) 生徒の科学に対する興味を高めるなどよい教育環境

をつくる指導展開。

(2) 種々の実験法，器材の活用法，自発的学習をうなが

す工夫など。

(3) 実験・観察，演示などの教材・教具（簡単な装置，

得やすい材料，ピデオ，などの視聴覚教材〉の開発実

践例。

理科教育賞： 1件につき，賞状・銀メダルおよび副賞40

万円。本賞のほか，佳作，奨励作を選定い

たします。

応募資格：中学校・高等学校の理科教育を担当，また

は研究・指導する者。

応募手続：所定の応募用紙に所定事項を記して同会あ

てに提出することになっておりますので，

応募用紙を下記にご請求下さい。

応募締切日：昭和62年10月15日（必着）

財団法人東レ科学振興会

〒103東京都中央区日本橋室町二丁目 3番16号

〈三井6号館〉

電話東京（03)245-5918 
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日本地学教育史の展望

一一地学教育史委員会報告 No.1一一

地学教育史委員会渡部景隆＊

はじめに

一地学教育史委員会設立の趣旨一

日本地学教育学会は，昭和21年，学術振興会93地学教

育研究小委員会が戦後高校地学の科目の独立のための基

礎的研究に当った大学教官を主とする学者クーループと，

地学教育カリキュラム等を提示した各大学・高校・中学

・小学校教員との協力の成果を継承した日本地学教育研

究会（初代の会長は加藤武夫東大教授・理学部長，鉱床

学，副会長は藤本治義東京文理科大学教授，地質学，及

び小林貞一東大教授，地質学〉をその前身とする。これ

には，小林・藤本両教授の御尽力によるところが大きか

った。日本地学教育研究会の発足は，高校地学の科目独

立と同年の昭和23年 (1943）であり，今年は40年目に当

たる。 40年を経過した昨今で、は，当時活躍された諸先輩

の方々は定年になって大学や教職を去られていく。この

ような時期に当たり，日本の地学教育の歴史，特に各大

学の関係教室における地学教育などについて後世に残す

べきものを関係者でまとめるよう示唆して下さったのは

小林貞一教授である。これは，藤本名誉会長御存命の時

期に遡り，渡部・稲森・平山の 3代の本学会々長が御高

説を承ったところである。小林教授は御自身で本誌に，

高校地学独立の頃の事情(1979）＊＊東京大学を中心に初期

の大学の地質学教室の事情＊＊＊(1985）について書いてお

られる。

私どもは，小林教授の御趣旨に思いをいたし，本学会

に地学教育史委員会の設置を申請し，昨年7月から活動

を始めた。本委員会の作業は次の 2つである。

第 lは，日本の理科教育の一面を担う地学教育が歩ん

で、きた過程を小史としてまとめること。第2は，各大学

・各県下などの地学教育小史の一面といえるものを，地

学教育に尽力された方々の記憶を混えたものであっても

太平洋戦争以前および高校地学独立までの地学史に資す

るものについて記録に止める労をとり，まとまったもの

＊地学教育史委員：稲森潤，小林学，酒井栄吾，下野洋，関

利一郎，平山勝美，渡部景隆（五十音順）

1987年4月28日受付， 4月30日受理

があれば，順次本誌に掲載することを企図するものであ

る。以上のうち，第 1の制度と地学的な内容の変遷につ

いてはかなりまとまった段階にあるが，第 2の各大学・

県下の実情については本学会会員外の方々の御協力もお

願いしたく，成果についてはすべて今後に期待しなけれ

ばならず，やや長期になることも考えられる。したがっ

て，本委員会報告は順次 No.を付し， これらを合わせる

と，日本の地学教育史（初等・中学教育，一部高等教育

を含む〉が概観できるものとなるようにしたし、。

委員は次の通りである。 （五十音順〉

稲森潤（東京学芸大学名誉教授・前本会学々長〉

小林学（筑波大学教授・元文部省教科調査官〉

酒井栄吾〈元桜美林大学教授・愛知教育大学名誉教

授〉

下野洋（国立教育研究所地学教育研究室長〉

関利一郎（前横浜国立大学教授・元文部省教科調査

官〉

平山勝美〈立教大学教授・現本学会々長〉

渡部景隆（筑波大学名誉教授・元本学会々長〉

地学教育に関する制度と内容の変遷

表 1～5に示した地学教育史の展望

日本の地学教育は，教育制度の中に最初から組みこま

れており，地学に関する教育制度の変遷は，理科の他の

分野と等しく，初等教育・中等教育・高等教育の 3段階

と，理科以前の前史の時期，旧制度の確立・発展の時

期，新制度の時期の 3時期にそれぞれ大別することがで

きる。表1～5は，これらを基準にして本委員会でまと

めたもので，日本の地学教育史の大様を示したつもりで

ある。表1は，戦前における初等・中等・高等教育制度

と理科地学関係（理科以前，理科，博物，物象など〉の

＊＊小林貞一（1979）：地学教育刷新の五年史（その 1）地学教

育32巻4号， p.137～146; （その 2）同

32巻， 5号， p. 161～168; （その 3）同

32巻， 6号， p.197～210.

料率一一一一(1985）：初期の大学の地質学一一科特に地質学古

生物学に就いて地学教育 38巻， 1号，

p.29～32, （後編）同38巻， 2号， p.39 

～48. 
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変遷との対応を示すことをめざして作成し，初等・中等 述べた。表3は前史の時期からの初等教育における天文
教育の制度や教科書については表2報以降にややくわし ・気象・地質の項目による地学教育の変遷を示し，表4
く報告することとし簡略にした。表 2は，戦後の初等教 と表5は中等教育（新制中学と新制高校〉の変遷を示し
育と中等教育（新制中学・新制高校〉段階の教育課程と た。これらは表 1と2の内容を補充するものである。本
地学の内容を理解できる項目まで示した。これは，資料 稿は．これらの表に関する説明を加えて，地学教育史全
の多い時期のため，本委員会では今後特例の外はとり上 体の概観についての報告とする。本稿に用いた各時期の
げないつもりで，基本的なものを主としてややくわしく 名称には本委員会で命名したものが多く，これらは理解

表 l 前史・旧制の時期の初等・中等・高等教育段階の地学教育史一覧
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の便宜のためのものである。又別表 1と2は理科のわけ 定し，初等教育段階では小学教則，中等教育段階では中

方と授業時間数を全期間にわたって示したものである。 学教則が発布されて，小・中学校教育が始まった。この

なお，本稿の文章作成に当り，初等・中等教育について 時期を本稿では第 1期・教則時代とする。この時期は，

は関，新制高校については小林，高等教育段階と全体の 教育課程やその内容の検討が不充分であり，教科書は小

調整は渡部の各委員がそれぞれ担当した。 学校・中学校の教科書とは思えない程度の高いものしか

第 1期前史の時期〈明治 5～18年〉 なく，もちろん，理科という教科目がまだなく，理科教

明治4年，文部省が設置され，その翌5年に学制を制 育の前史時代であった。当時の教科書の主部は翻訳教科

表 2 新制の時期の初等・中等教育段階の地学教育史一覧
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小学教則・小学校令・国民学校時代の地学カリキュラムの変理表 3-1

言
。
｜
（
k
H
〉

③⑤⑤：高学年(1) (2) (3）：低学年

国民学校令時代小学校令時代4学字煩1時代年

s 1 6 
初等瀦4と自然の観察

名
品
別
の
持
拡
m

低学年l～3学年「自然の観察J.
低学年の廟報修のはじまり．
事~市用指導書．
高学年4～6学年「初等E里科J・
国定新港．
天文教材国定事文科書に入る．

S4 
第W期

大正8年の小寺号交令3恒子規則改正に
より． 4年から理科が謀さ札 4年
の国定樹ヰ書は大正10年から使用
され昭和4年の改正でも，項目に変
更がかったので， f闘をlつにした．

T 1 0 
第E期

T7 
第E期

の
界
，
・
な

議
各
正
係
菩

戦

改

闘

改

た

大
し
り
の
一
の
れ

限
加
は
雑
鯨
村

次
に
見
と
・
は

一
一
勤
意
材
喰
が

第
変
の
教
実
ど

国
常
校
と
童

書
尋
学
⑤
児

昨
年
・
小
は
・
（
ら

税
制
静
酔
将
仲

学
明
’
教
円
相

小
・
年
る
定
治

年
る

6
な
国
明

話

な

校

と

は

治
と
学
年
で
）

明
定
小

2
⑤
用

る
数

き

多

が

に

で

害

心

害

い

関
野
桝
耕
一
対

年

定

鉱

j
が

目
以
”
は
が
差

治
科
行
学
い
り

明
理
刊
地
多
よ

M4 0 
匡淀書評ヰ書第I期

Ml 9 
E斡検定義仔4害

MS 
酪似前

珪界初老仔ヰ自のない
時期で．酪牛教育の
前史時代
地学平交手ヰ書は鉱物学
中心博物には天文
．気象も入る．

構l

成

占－
h

キ
C月・お’i

 

日，月，星目，月天

文

(1）雨あがり，冬の天気
日なたと日か民方角
毘寒聴十
寒さと温かさ
春の天気気混 it!?ii昆
日かげの記録実習制究）

⑤夏の天気湿鹿夏至．秋の天気
秋分，冬の天気冬至雪・霜

ω間
③

；④o風と雨 第Ulと第NMの項目が！
等しいものo春分 ： 

：③o夏至 ！ 
。秋分 i 

o冬至 ! 

⑤o夏至
。秋分
。冬至
o春分
。風と雨

空気温昆水蒸気｜⑤o夏至・冬至
塞 tt窓雪， I o春分・秋分
寵雷竜風雨

童夜
春夏秋冬
雨・霜・雪

気

象

甚

石ひろい
山の7｝＜， 風化現象
砂と土 011砂と海砂，
磁石や塩酸での
反応など）

(3) 

⑤ 
：④o水晶 : 

o方耀石 i 
o黄鉄鉱・黄銅鉱

i③oかこう岩， o土と岩右．
o泉と井戸， 0 Jll. o海
O石J克 o石油 o銑 o鑓・
鉛・亜鉛・アルミニウム， l 

o鋼． O金・銀
；⑤o火山・火成岩， 。流水の働き，

。水成岩・地層， 。土

⑤o土 ⑤ 0空気と土
。岩石 oかこつ岩
o石英・長石・雲母 。水晶

。黄鉄鉱 O方解石 第 I 舵第：！~~－：i~ ）
~＇＂・胃 l_j"" 1'1V.J I 

i⑤o泉・井・池 o泉・井

。]If, o流水の作用．。水成岩・地層，
。火山・火成岩， o海 o石海 o石炭i

i o銃 o.視 o亜鉛・錫・鉛， o金・銀 j

。爵命・青鉱

火山．地震
潮汐

地球

3由

質

特

鉢

Jlllt 



品。蛾・

仏叩－

Hω
∞
斗
〕

学校教育法時代の小学校地学カリキュラムの変遷

~ 
学校教育．法時代

生活S単2元2学習 6分野S単2元7学習 S3系3統学 3領岐探S究4学3問① 3領樹S京究5学2習②
6領域の 習

抵高教文学宇~年年師J部i4単用省2笠元指教：科か～導～中の科地書書ら：学検学学単だ（元定年年J けS22税が治～者2学書4)も］
｛医①＠学~1r生槻の物叩械岐と＠遭具地（物学化｝

3領域 3領域〔S43と等しい〕

A；生物地物質球とその環境 A；生物地物質球とその環ル境ギ
B; とエネルギー B; とエネ ー

高＠＠①宇~f生地物白仇I主：領I助：、t物天，＠気の決天.｛~体Hじ苧｝
C; と宇宙 C: と宇宙

低高＠＠＠＠学学①＠年年天健機生の自自と然共体然物麗械6逸卦ののなのとと生遭野産生保そ化護の活且た活動のだと利きはし＠用たらき

はない．

【低】太つ陽ながとわりがたくしたちとはどんな

(2) 太月星太地太自聞転陽陽球のと形星のの自・月動風E盟公のZ転Zの行きとE，化明墨自と（田月転季畠目節変のさ・大形化のと培変き・払3化さr変・幸i化E自臥）白，と

｛内容はS33とほぼ等しいが

天 ④ 空にみは何はがど見のえるか．
あるのでしょう． (3) 下記の内容中学へ）

⑤こよ ようにして 【【低】空にはどんな星がみえるでしょう

＠⑤⑥ 星地星座市の－醐町♂－－－ 

〔内容はS33

＠ i作宇い宙るられかは．たどかの．ようになって
低】月の形はどのように変わる とほぼ等しい）

文
でしょう．

【低】空にはどんな天体がどのように
動いているでしょう．

地球の自転一一一中学へ

仙 沼＼ （目なたと日力、~n 地E日変品化両・氷軍唱のの'.:lz'llJJ刻~.~～r「~ 【低】自然は季う節に変にわよって (2) 天四気季の天変気化
気 どのよ るでしょう． (3）の 〔内容はsj 3 

③天気はどう変わるか．
＠ 風湿罰風温田のり向ふの廿自わ重・化強け年の重測化志

とほぼ等しい） 〔左にほぼ等しい）

象 【【低高】】 天気はどのように変わる ⑤ きく さ
でしょう

⑤ の測定，雲と雨・

(1) 土雨土川地火枯地水周山枇iのの査世ホのの性のとと抵温主産よゆのた誼化い底なうく川積造昔えれ原方r火岩：.，，成淵高の化H岩低よ臥1石やう・（石梅量すか地｝属のこJ品う・；且1岩の却kのは・石5特にE下山徴炭ら岩J～きとJ石なとJー油ど－ 

i自 ＠ 地生い面物る力はは、とど’んなになって
【低】野山や海川どのように (2) 

なっているでしょう． (3) 〔内容はs3 :s 
⑤ のように ＠ 

質 変地あ球わっってきんたか．
【高】土地にはどんな変化が

とほぼ等しい）

⑤ にはどな変化が 起こっているでしょう． ＠⑤ の
fこか． 火た山い積活動岩・火成岩一中中学学入へ,. 

ー・．

表 3-2
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日
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ng2 2 
生活単昭元2学6習 昭33

探究昭学4習3II 探究昭学5習2II 生活単元学習 子お伴習（2分野別

I f定プ務ラグ長学マテイ生ズ活ム単を基j日調とし， 間 ~ I「H定試訴案し日，と2単し2年元て学出の指習さ導れの要｛た註，底誼のを→計っ陪た改.J l f試案を改め． 国の同基準’ と I o 『概世に習添界亡得的に等勺てがなよ，唐強る調探系辛統究さ鮪也重れの担た枠現基J代本字化的の万のな法詣科学れの 0 「現.ft化の考え方は引き植がれたが
習， 習と呼ば

'? f車地基実内し現窓本字た1卦的事す1現草項内る容をた2主重卦めと膏揖pなと，っしして主k物系とj細理して・世北生開学物的を 基な礎く的出つ基れ本るポこ爆と陰a の自然酔成をが轟へ繁理る

戸止、与

lえ 各単元の内容の指導こ法のや改定学版習2 「元各れ学たご年．と1のは主6鮮冊半で書，制合下計られ1た8冊の単

体 • J 活動を詳細に述べてある．」

③空の星と私たち．

① 天太恒公す体由昆転い主星星月と，極の主動旦賜色星系1のと輔惑色基のと等自紙転 ③③ 地地天鉱然球球石のと月宣企匹，車昆民太主陽体と木鼠主 ① 設地太式蹴陽毘球を嘉と取且地と太お障り巻陽よの運び静く木宇動同揚宙宇の壬宙獄．と度曜
① 地地恒球球星のとと宇宙

天 運宇宙動． 太鼠系の構成

文

①① ・空気はどんなはたらさをするか．

①① 爾天季季水揮自気費苗苗のと・λ雪や予界はと生天地，報にた君気去おら主水ののけき変握，変るの化化鹿氷水性毘の風幸揖笛Ii.景と生厄在

② 天気気温，と雨変そ化のと変雲．化気圧と風
＠ メ地芸の認主エと降にネと水ルおそギのけ大中ーる，気水の永叫水ののの動底蓮循瞳き司環とと詮太量と限躍正紘量射 ② 天吹大気気き方の中，変の化天水気大の気変化圧．と風の

水海をはどのように大切か．

気 ② どのように利用しているか． 天気の

象 天気と気象要素の関係、

＠ ②土はどのようにしてできたか．

①① 地施作地地ごヵ向ι、時用下球かた路地．のののとく地車表地のeかよI下面面主り〈二，車の昇たの岩重誕特ちa徴イ干石とι降地責・空火源鉱表物気山山の歴やの永描で地史の涼き草の
①① 風地火岩岩種法石ι買山石作のとととと証畦煙蝿ぜ風砕民駒民き土方く地のとj世変か＂化覧とく梅の田茸動鞠作き用．の， 

＠③＠ 諸地火量地地マ自底永撰水層か山グ稜界ののマのくっ地ははののの動変翠かつたたとく識化マりららりくのあきグきととと権地マ量いとと醐3地童動衰の出浩謡去の性と話歴揺覧のの症変特史化徴の歴史
＠＠ 地λ総火地地地曲砕周震層山下、の貰のとと〈く樺晶乱そのと白弘変書そ子の子揺説のとと自変堆火札禁動撞成罪岩岩の，， つりあい

地下の資源をどのように利用して
j由 いるカ、．

質

①②⑤：  

新制中学校の地学カリキュラムの変遷表4

〔笹

中下

興住

羽日
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新制高等学校の地学カリキュラムの変遷

隠そ 品 1 単結z

－ e一一一

澗昭体3系1学習 地かく上，日目下3層5の科学

eg4 5 
探 H究2学5習32 

探究学習1

会
: ~新高て事校のi肢理層科の拡が高等発地学学足校域しとた性し． 

I成昭す構でのなに和表果ね成いる勺現をよてでる2ら慌地い，いうさ2・掠3映カわれにる字旬国改たれのさほ、障せわめカ．ど・9』♂てたのそれの研，．がよのう主究理達住よう幹元成んの科にう

1 I生bにに量芋もit.応の習能枠をえ力てす芋か技る・適術たよ性のよう鑑ににり告輿えし互 ~ F「物地学音なげr学て習っ・イ示指たはとt.導さ~“生総単随要れ時位植単た咋地世．はと』致蕗な4官科のっ1時た部目5必上？の.J檀屠にう分のとち : ：基現探そよE 礎単れ代究る位化限ぞ弄重去れ必を視1剖L修具~物体基．とヰ化礎なE・ギ化，っし芋・カ基た四た・司生構方本』成概法き－~ 念ので由習に主 ~：探騎生理力4臨A科究の打宵系重I 属地視統.~単4学は：，位基引と物礎なカ自き叫継理拡りー，修基がを調化れ本こと学た概のなべ，．主うるる』J, 能にち
体

3 r学こジし1科たのにェ閲．地ス目1す宇5ト的単比る内で位負容必あl措位のるのダJ科イ 2 『聖た5書単－~位2科と目3単を位必修を設とすけ
得カ争観された.J 

る.J 

太恒宇地天時太陽鼠星球理宙と磨系のの（野月種構の・造，類構大造惑とき進星さ化・地磁気）

星字太地ヨ惑巴陽体星回宙球先系のEのE軍公捕転勤と位・芭自転時刻

連太太垣恒宇地星陽陽星星宙嘩穂時系の系と変貫ののと主E木光重鍾灘揚星量 時力と質・運量動）

［星t惑地自邸転球星の棄進上のの・概層公運化転動観のと宇部天院］宙澗琢の構車と種造時剖
基 2宇担万地有惑太星主宙ま陽の引星のと軍構宇力の系運動瞳宙と太動の式進陽万鼠系化 有革引の構力．成

理 I2主悪太恒地輔地調陽星球球星耳のののと、軍形構とし宇状て勤成 の宙地時
天

t由
地 I: 

文
宇宙観

地 Et太陽と地球地球周辺の場

大風天海海ホ気拝気読のi予歯とと鼠景報海閣車品昆水官気気商＊圧と雪気辰・雲

基 : 地球主水対全喪君大溺上地化躍龍の証の気洋描璃にと妨構理ののおうaすj成構構ずのなけと造造気エそる刻圧ネのとと分そそルはR布の町ギ克た運働ーとら動大きそきと地気の

理地12：地大気大指大琢の気氷気と熟海ののと洋運軍海収動支動水叫匝作用

気 地 I:

象
地 II:

岩i土地地地H援石地質置史構図のの風賓造勤化 堆積岩
〔鉱地地物球球下のと岩層表石面の，，部鉱地〕床かく

基 ：地獄の構成

理地I．：生地地品地物地球衿震の層のE暗進歴Hマ化の史エネルギー

地 l・進坦エ揖地施堅化ネ時球ルのいを地措のギ構進底球ー揖目化と地地構すか造球る物内く覧部の変の化

グマと火成活動

i也

品地措古マ日本生質置グ化輸調構のマ造地地¢査と地質活かとと動措地構かく造物置かとく歯買のそく変ののの生変動楯盛理動 物
質 理 I： 自然地日本環球境列の進島の保化の地全質

地 E：地地t助球球、の内く歴部と史マとそのエネルギー

ントJレ

表 5
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幸男

’I』 I，あ川
爪
川
体
ル
川
宥

常
川
氏
・
紘
仏

明
治
十
年
八
月

夫

告
4

省

左：文部省が刊行した最初の小学校博物教科書。翻訳本。 1870c明治 3）年米国グードリッチ著。

右：翻訳教科書から抜け出た最初の小学校地学教科書。明治15年刊行。

らであり，地学教育では，昭和16～20年初等教育段階が

小学校から国民学校になった時期の中等教育段階で、物象

科が設置されたことによって，実質的な地学教育の発展

の速度がおさえられ，これが太平洋戦争後の高校地学独

立の契機の一つになったとされているが＊，大観すれば

旧制度の確立・発展の時期ととらえ，これを第 2期とす

る。この第 2期までが本地学教育史委員会で取り上げる

主な時期である。

2-1 初等教育段階

的小学校令（小学校理科〉時代

明治19年に小学校理科の科目ができてから，大正時代

を過ぎ昭和15年までの75年間が小学校理科時代である。

小学校理科の科目ができてから，検定教科書時代と国定

教科書時代があり，教育効果の面では大きな差があった

ものと思われる。

検定教科書時代は，小学校理科の前期の明治19～39年

間で理科教科書は何種類もで、きたが，初期には未だ読本

という性格が強く，平易に書く工夫はみられるが，前史

時代の教科書の延長といえる高度の内容や表現が自につ

き，後期になるにつれて教育的配慮による把え方の工夫

のみられるものが出てくる。

明治40年から国定教科書時代となるが，教科書の疑獄

＊この事情については下の 2編の個人的な見解を含めた解説

で了解し得る。

小林貞一(1979）：地学教育刷新の五年史（その 1）地学教

育 32巻， 4号， p.137～146.

渡部景隆(1983）：地学の成立と地学教育の将来像私論，地

学教育 36巻， 2号， p.25～37.

書であり，小学校教科書として書かれた原書から推察す

ると，欧米諸外国でも高度の内容・表現の教科書しかな

い教育環境のところが多かったものと思われる。詳細は

第2報にゆずる。

高等教育機関では，小中学校の学制制定と同じ明治 5

年に師範学校（東京高等師範学校の前身〉ができた。ま

た学術機関としては，明治 2年東京大学の前身（大学南

校〉ができ，明治10年に設立された東京大学理学部に地

質学科と採鉱学科ができた。

地学的側面からみると，北海道の地下資源開発のた

め，文永 2年 (1862）にパンペリー，明治 5年 (1872)

ライマンなどが米国からまねかれて地質調査に従事する

とともに助手などの養成がはじまり，明治8年にドイツ

から来日したナウマンは明治10年東大地質学科初代の教

授となった。明治5～18年の前史時代は，小・中学校の

教科書は外国の醗訳本にたよらざるを得なかったので，

これらの外人学者は間接的であるにしても小・中学校教

育にも影響を与えたことが考えられる。明確な例は， ド

イツ本の訴訳の中学教科書（和田雄四郎助教授訳〉には

教授ナウマンの助力があったとされることである。小学

校の翻訳教科書は醗訳者が学者ではなく学者の校閲を得

て刊行されたものが多く，翻訳本でない教科書が出たの

は地学では明治15年の「小学砿物読本」 （山E清風〉で

あった〈第 2報に詳述〉。

第2期 旧制度の確立・発展の時期（明治19～昭和

20年〉

学校教育の制度が確立したのは，小学校令，中学校令

．師範学校令および帝国大学令が発布された明治19年か



c 9 )-105 

て
員
四
日
入
リ
盆
山
長
さ
は
誕
の
円
立
さ
に
等

Lψ

尋
常
小
亭
理
科
客

第
五
苧
年
九
支
乱
し
ん

文

部

費

明
治
思
十
三
年
十
一
月
サ
一
日
開

明
治
四
十
三
年
十
一
月
也
四
日
畿

二
十
九
捨
豆
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
三
十
七
一
四
十
四
銭
：
；
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
・
玄
十

三
十
サ
藷
－
Z
鎗
署
：
：
：
：
：
：
：
・
一
二
十
人
一
回
＋
五
純
白
に
よ

a
m
m・
－
・
：
・
：
：
：
：
玄
十
一

三
十
一
稽
肉
眼
寝
：
：
：
：
：
：
：
：
：
三
十
九
一
四
十
六
水
の
三
鍾
の
妥
他
：
：
：
：
：
：
玄
十
－

三
十
ニ
宥

j
i－－：－
j
i－
－
：
：
図
十
一
四
十
七
建
唆
併
：
：
・

j
i－
－
・
：
：
玄
十
二

三十一－－

Z
翼
・
寒
気
及
ぴ
需
掻
木
：
：
：
・
四
十
－
一
四
十
八
火
：
：
：
：
：
：
：
・
・
：
：
：
：
玄
＋
三

宮
字
国
・
・
’
杢
汁
九
・
．
、
じ
い
J

H

・一

h
i－
－
：
：
・
四
十
ニ
一
回
＋
九
隆
副
同
・
：
：
・
：
：
－

j
i－－・：玄＋一－－

r
云・－

a
s
i－－－
i
z－－
J
r
i－
－
－
－
四
±
二
三
十
水
禁
；

j

i
－－

j
i－
－
：
主
十
回

一
三
ヱ
ハ
笥
：
：
：
：
：
・
・
：
一
：
：
：
：
・
四
十
三
一
三
十
一
さ
り
広
島
マ
；

i
l－
－
：
：
：
・
玄
＋
図

マ
…
一
二
十
七

t
j
i－－：
j
i－
－
：
：
四
十
四
一
三
十
ニ
隻
否
’

SAf－－
j
i－
－
：
：
玄
士
品

。
一
三
十
人
差
石
：
：
－

j
a－
－
－
一
・
：
：
：
：
四
＋
三
一
三
十
三
実
包
ダ
且

j
i－
－
：
：
：
：
：
玄
＋
玄

。
一
－
－
字
九
右
一
角
・
圭
4
・2
地
・
ム
；
：
：
：
・
四
十
五
一
三
十
四
匁
慢
に
よ
’
て
生
？
喜
一
窃
；
：
・
玄
十
六

i
f
J
H
1
1
1い
い
：
い
に
：
：
：
四
十
七
一
主
＋
三
雲
－
禁

j

i
－－：：
7

玄
十
六

。
国
十
一
方
解
石
・
右
友
恐
・
・
：
：
：
：
・
・
四
十
七
一

四
十
二
雲
気
の
住
匁
：
：
：
：
：
：
：
：
四
十
九
一

国
＋
一
－
一
水
の
性
信
ゑ
ぴ
物
恨
の
一
－
－

s：
：
四
十
九
一

五
十
五

春
升
・
枝
分
，

容
分
の
日
比
三
月
二
十
一
日
又
は
二
十
二
日
な
り
．

4号， 1987〕

秋
－
分
の
日
は
九
月
二
十
三
日
・
え
は
二
十
四
日
な
リ

特
分
の
日
及
び
秋
分
の
日
に
ほ
太
陽
ほ
良
市
水
よ
リ

m
A
L

40巻，

行制

最初の国定教科書（M43) 5学年用．目次，本文例を示す。

昭和16年から太平洋戦争終了翌年の21年までの間，小

学校は国民学校となっていた。この時期は，小学校理科

時代に比すれば発想を転換した理科教育が始ったとみる

ことのできる時期であった。すなわち，低学年 (1～3

年〉は“自然の観察”で，教科書はなく教師用指導書だ

けであったが，高学年（ 4～ 6年〉は“初等理科”とな

り固定教科書が刊行された。この教科書をみると，はじ

めて横組みになり，デサインや組み方も小学校理科の国

定教科書とはイメージが大きく異り，現行の教科書のさ

きがけといえる。また，教師用書はくわしく，この中に

趣旨や学習指導例などが明示されている。ただし，実施

期聞が数年に過ぎず，その上戦事中であったので，実施

上の困難もあって，教育的成果についての評価が高いと

はいえないようである。なお，付言するならば，近年低

学年の理科は他の科目との合科によって，理科の教科目

が低学年から消えることが予想されているが，低学年の

理科が発足した国民学校時代からの理科教育の理念と今

後一層重視されるべき“自然と人間の共存”とし、う立場

からの自然の見方と対応の仕方について低学年にも期待

するところが益々大きくなることは，地学教育の上から

も5虫調したいのである。

2-2 中等教育段階

a）中学校令（旧制中学校，博物，理科博物および理

科物象〉時代

旧制の中学校理科は小学校と異なり，大正8年；こ理科

事件がおこったことにより明治36年教科書が固定と決ま

り，明治40年義務教育年限が 6年となり，理科の国定教

科書は 5年と 6年で学習することとなった。

理科の中で地学分野は， “鉱物及び自然の現象”と表

現され，その項目は表1のようである。すなわち，天文

教材は理科から除かれ，気象教材は四季（春分・夏至・

秋分・冬至〉が主であり，地質教材は鉱物各論が主で，

自然の現象としては，地下水，流水，地層，火山などで

ある。固定教科書はその後大正7年，大正10年，昭和4

年と 3回改正されているが，大きい改正は大正8年から

理科が 4年から学習することになり，これによって大正

10年に固定教科書が改められた後は項目が等しい。これ

らについては第2報の国定教科書の項で詳述するが，項

目とその扱い方をみると，大正10年の第E期に項目が定

着するまで，風と雨，土と鉱物・岩石の関係などの扱い

が変更され， （表3の国定教科書第II,ill期の気象，地

質の項参照〉定着した第皿期以後には，川，海，流水の

作用，水成岩・地層，火山・火成岩などの自然の現象，

石炭，石油，水晶，鉄などの表現が豊富になり長くなっ

ている。また，春分では彼岸のまん中の日，春季皇霊祭

の日であること，秋分では秋の彼岸や秋季皇霊祭の日で

あることを加え，季節感を出すように勉めていることが

うかがわれる。表3の固定教科書の項には，上記の推移

がわかるように表示したつもりである。

b）国民学校令（小学校理教科理科〉時代
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国民学校低学年「自然の観察」表紙と「冬の天

気；こ」絵入り見出しが出たことを示す。

の教科目ができ，また，昭和16年小学校が国民学校とな

ったとき，理科は物象と生物となった。したがって，中

学校令時代の地学は，明治19～昭和 5年の博物時代，昭

和 6～昭和15年の理件博物時代および昭和16～21年の理

科物象時代の 3つになる。

旧制中学の理科以前の博物時代が明治19年から昭和5

〔 地 学 教 育

年までといっても，中学校令施行規則や教授要目が何度

か改正された。地学は博物の中に含まれているが，明治

35年の教授要目の制定で，鉱物界 1年週 2時間とされ，

明治44年の改正で，鉱物・博物通論を 4年で週 2時間学

習することになった。

昭和 6年の改正で，これまでの学科目，博物，物理及

び化学が「理科」となった。同時に一般理科・博物，物

理及化学〈甲号表〉とこれに応用理科を加えたもの（乙

号表〉の 2つ編成例を示した。この一般理科には，ふつ

うの鉱物，岩石及び土壌が入っているが，応用理科には

地学の項目は見当らなし、。

以上述べたように，旧制中学の地学教育は，小学校が

検定制度から国定教科書制度に改正され，明治19年から

理科になったのに対し，中学校ではずっとおくれて昭和

6年に理科となり，昭和16年の理科物象時代に地学教育

が実質的に改善されたことが大きなでき事であったとい

える。この旧制中学の検定教科書が多数刊行されてお

り，制度と共に著書を合わせた教科書の検討は稿をあら

ためて述べることとする。

b）理科物象時代

小学校が国民学校となった昭和16年に中学理科は，大

改正によって物象と生物となった。すなわち， これま

で，前史時代から生物とともに博物の中に入っていた地

学の内容が物理・化学と一緒の“物象”の中に繰入れら

れた。結果的には，これが大平洋戦争後の地学の独立の

1つの大きな契機となったといえる点をここで指摘して

おく。

この改正の考え方は，自然科学を Physical science 

と Biologicalscienceの2分野にわけるとき Geosci-

ence （地球科学〉の内容は大部分 Physicalscienceの

内に包含されるという見方が可能で，この見方を理科教

育の上で先取りしたものとみれば理解できる改正であっ

た。しかし，物象教科書をみると，物理・化学の内容が

主であり，自然を探究する地学的な見方が重視されない

傾向があり，また物理化学の教員が担当したので，旧制

中学の教育環境としては，自然の観察手法など物理化学

分野と異なる視点が重視される地学分野の学習は実質的

に最悪の状態となったといわれる。この改正で地学を含

めた物象科担当教員養成コース（従来は博物担当教員養

成コース〉が高等師範学校に設けられたが，終戦によっ

て物象科が解体してしまったので，物象地学コース卒業

の教員の活躍の期間が短かく，また， “物象地学”の教

育の実を挙げるに到らなかった。次の表 6は「物象」の

内容を示したものである。
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表 6 理科「物象」の内宮 中学校教授要目（昭17.3) ノレ鉱石，変成岩ニ関係ヲ有スル鉱床，

（地学領域は小項目まで示す〉。 炭田，東亜ノ地下資源〉 太陽系・暦

第 1学年基礎的操作 （恒星，太陽，惑星・衛星・善星，地

容積・重さ・時間・温度の測定，水の検査等 球ト月，時刻・標準時，暦〕

〔地学領域〕 天象・気象ノ観測（太陽・月 この表でわかるように，地学分野は大部分最終学年の

・星・方位，気温・湿度・気圧・風向・ 後半におかれた。地学分野の特徴を挙げると， 「地教の

風速・雲形・雨量・日照〉，岩石・鉱物 構造」の中に「主な造岩鉱物」が，地下資源の中に「火

ノ採集（岩石・鉱物ノ採集ト観察，地層 成岩・水成岩・変成岩に関係のある鉱床と主な岩石」が

ノ観察〉，硬度・破面ノ観察（硬度ノ比 示されているだけで，個々の鉱物名はなく，内容が従来

較，努開並ニ破面ノ観察，粉末ノ色〉 の一部に過ぎない。しかし，従来地理で扱われていた天

第 2学年物の変化の考察 体や気象の内容が理科に移り，「鉱物」を中心とした博

形・大きさの変化弾性，浮力，表面張 物的地学から，現在の地学，すなわち，地球の科学（宇

力，体積と庄力等。 宙科学・地球科学〉への脱皮のきざしが見られることは

状態の変化温度変化，比熱．融解，潜 特筆に値する。結果的には，戦後 5単位地学ができると

熱，気化等。 き，天文分野も地学とすることの了解が成立したことが

実質の変化化合，酸化，元素，重量不変 地学の教科目独立の重要なポイントであったとみられる

の法則等。 が， 「物象」はそれを先どりしているといえる。教育的

第 3学年 ねらいだけからみると，国民学校の低学年の「自然の観

第 l類光，磁気，電気 察」と高学年の「初等理科」が目指した理科教育の近代

第 2類物の変化と分子，原子 化の一環として評価し得る面をそなえていたといえよ

非金属ト其ノ化合物ガラスト陶磁器 う。

〈水晶・石英・砂，岩石ノ成分，風化 2-3 高等教育段階

・粘土，ガラス・陶磁器・セメント〉 明治19年，小学校令・中学校令公布と同じ年，これら

第 4学年 の学校教員の養成機関としての師範学校令が公布され，

第 1類物と運動 また高等教育の中核をなす帝国大学令が公布された。そ

第 2類炭素化合物 の後，明治27年に高等学校令，明治36年に専門学校令が

金属ト其ノ化合物 鉄，銅，銀・金， 公布され，昭和24年の新制大学発足までの間，これらの

鉛，アルミニウム（それぞれ，鉱石， 高等教育機関に属する大学・旧制高校・各等専門学校が

精錬，性質などが記載されているが省 次々に創設され内容的にも充実し発展したのである。こ

略した〉 の中で，地学教育史で指摘したし、要点事項を選んで表 1

第 5学年 に示した。表の帝国大学では地質学科が設立された年次

第 1類機械と工業 が示されている。天文学科・地球物理学科・地理学科な

第 2類天体ト地球気象〈空気の温度，湿度， どのある大学でも最初に地質学科が設立されており，新

気圧，高気圧・低気圧，風・気流，大 制大学の博士課程に引きつがれ，研究者が多く研究活動

気中ノ水分，天気予報，東亜ノ気象〉 が地学教育に反映した可能性が大きいという立場をとっ

海洋〈海底地形，底質，海水ノ性質， て，地質学科のある旧帝大はすべて掲Ifた。東京・広島

海水ノ運動〉 地表ノ変化ト地殻ノ変 の文理科大学もこれに準ずるので示した。

動（外因的作用，内因的作用，火山・ 高等学校でも地学担当学者の研究や著書（教科書〉に

温泉，地震，造山運動〉 地殻ノ構造 よって，当該校だけでなく広く地学教育に貢献された方

（主ナル造岩鉱物，岩石ノ種類ト其ノ 々がおられるが，表には示していない。後日著書一覧の

現出状態，土壌，地殻ノ構造，地球内 形でまとめて報告するつもりである。

部ノ状態〉 地球ノ壁史（地質年代， 専門学校では，明治43年に設立された秋田鉱山専門学

地質図，東亜の地質〉 地下資源（火 校が多数の鉱山等の技術者を養成したという点で特色あ

成岩ニ関係ヲ有スル鉱床ト主ナル鉱 る専門学校であり，地質学者（大橋良一教授〉が地質学

石，水成岩ニ関係ヲ有スル鉱床ト主ナ を担当したので，地質学科設立とは別に扱い表に示し
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た。なお，私立大学の例としては早稲田大学理工学部の

設立を加えた。この大学では地質学者（徳永重康教授〉

が地質学を担当した。

この高等教育段階の表示は，後で追加充実する予定が

ないので不備であるが，今後，戦前における各大学や各

県下の地学教育史の記事の整理・位置づけなどに役立つ

ことを期待して作製し付記したものである。

第3期新制度の時期（昭和22年以降〉 （初等中等

教育段階の学校教育法時代，高等教育段階

の新制大学時代〉

昭和20年 (1945) 8月15日に終戦を迎え，戦後の新教

育の時代に入った。すなわち， 21年11月に新憲法が公布

され，翌22年 3月に教育基本法，学校教育法が制定され

て，学校教育法時代となり，同年4月から 6・3・3制

が発足した。この大改革によって，中学校まで義務教育

となり，小・中学校は理科 1本としてまとまり，理科と

して融合した内容で、扱われることになったが，戦前に比

すれば地学教材が重視されるようになった。また，旧制

の中等学校に当たるものは新制の高等学校となり，高等

学校では，理科が物理，化学，生物，地学の科目に分か

れた。ここに初めて「地学」としづ言葉が新しい概念を

もって登場し，地学教育の歴史に輝かしい 1ページを飾

ったといえよう。高等教育段階でも従来の大学・高等学

校・専門学校がすべて新制の大学となり，従来の大学だ

けでなく各県下の新制大学に地学教室が設けられたこと

も地学教育史では画期的なことであった。ただし，これ

らは現在に直接連なる時期のことであり，別項で取り上

げる予定がないので，本稿でやや詳述することにする。

3-1 初等教育段階

戦後は数年おきくらいに学習指導要領が改正された

が，従来と異なり改正の教育理念のちがし、から，単元学

習期，系統学習期，探究学習期の 3つに大別することが

できる。これは，小学校教育の段階で顕著に示されてい

るが，中学校・高等学校段階に共通するので，表2には

この方針で示した。

a）単元学習期の 1（生活単元学習期〉 （昭和22-26

年〉

昭和22年 5月に刊行された「学習指導要領理科編（試

案）」には， 小・中学理科の指導理念・目標， 内容など

が具体的に示されている。ここでの教育理念は米国の経

験的な単元学習を基調にした生活単元学習，問題解決学

習と呼ばれるものであった。理科に配当された時間教は

低学年 (1～ 3年〉が 2時間，高学年の 4年が 3時間，

5～ 6年が 3～4時間と飛躍的に増加した。低学年は教

師用指導書，高学年は「小学生の科学」（昭和22-24年〉

〔地学教育

が文部省から刊行された。これは国定教科書の最後のも

のであり，昭和24年に検定教科書制度が新たに発足し，

26年から小学校の検定教科書が使用された。 「小学生の

科学」では， 4年 7単元， 5年10単元， 6年 9単元，計

27単元のうち 7単元が地学に関するもので，単元名は表

3の通りである。この中には，明治時代以降の小学校固

定教科書から姿を消し，国民学校理科の“自然の観察”

で 1年に“お月さま” （但し教科書はない，表2国民学

校時代参照〉だけであった天文教材がここで本格的に取

り上げられたといえる。表2の4年；空には何が見える

か， 5年；こよみはどのようにして作られたか， 6年；

宇宙はどんなになっているか，の 3単元が地学7単元の

中の天文教材である。

b）単元学習期の 2( 6分野単元学習〉 （昭和27～32

年〉

上記昭和22年の小学校「学習指導要領」は終戦直後に

作成されたため十分で、なかったことや新たに導入された

単元学習に対する教師側の考え方の不備などの反省か

ら，文部省は昭和27年に「小学校学習指導要領・理科編

（試案〉」改訂版を発行した。これは 450ページの大冊

で，単元学習を徹底させるため，各単元について指導法

や学習活動（例〉まで述べた詳細なものであった。この

時期には理科の分野を 6分野とし，分野ごとに単元構成

をしているので，本稿では 6分野単元学習期と表現し

た。表2には低学年・高学年を一括したが，正確に表現

すると表 7の通りである。

この表のうち， lと2が地学分野である。表3には地

学分野に属する単元名を示したが，低学年・高学年とも

天文・気象・地質の内容が扱われていて，全体の中で地

学分野の占める単元数は，低学年で約 1/3, 高学年で約

1/5であり，地学分野の比率が非常に大きくなってい

る。

c) 6領域系統学習期（昭和33～42年〉

単元学習は，生活の中から問題を見出し，これを解決

する過程を通して科学的な能力や態度を養うことをねら

いとしたが，内容が多すぎ，表面的，断片的な知識の獲

得が主になり，基本的な事項や系統的な理解が軽視され

る傾向が強く現れたといわれる。そこで文部省は，昭和

31年に学習指導要領の改訂に着手し， 33年にこれまでの

試案ではなく基準として，小学校学習指導要領を官報で

告示し， 目標・内容を簡潔に示された。ここの大きな特

徴が基本的事項を重視し，内容を系統に組織し指導する

ことをねらいとしたので，本稿では系統学習期と表現し

た。なお，以前の 6分野が再検討されて 6領域となった

ので，この改正の性格を示すときは 6領域系統学習期と
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表 7 理科教育の分野〈小学校学習指導要領，昭27)

I 分野 I ! I I 
I I 1 I 2 i 3 I 4 I 5 i 6 
学年 i ! I I 

低学年 /i6見える（自然の移り生物の暮し！じようぶなj機械と道具l
｜ ｜変り ｜方 ｜からだ ｜のはたらきl

I ! I l機械と道具自然の保護
高学年 i天体の動きl自然の変化生物の生活健康な生活

lのはたらき｜と利用

表 8 理科教育の領域（小学校指導要領，昭33)

小学校低学年

第 1学年（2) 天気や土地の様子（天気，土地の高低，石，日なたと日かげ〉

第学 2年 (2) 天気の変化（晴・曇・雨・雪，暑さ・寒さ，風），雨水のゆくえ，

太陽の動き，月の形

第 3学年（2) 四季の天気，土の性質，川原の様子，月の形の変化

小学校高学年

！ 領域｜ ｜ 
1 I (z) 天気（気象〉 I (3) 地表・地かく ｜ 

学年 ! i 

(4）天体

! l気温の日変化年変卜llの水の流れ方川や i星と星座，明るさと等 l
第4学年 i化，地温・水温の変 海の水のはたらきと地 級，季節と星座 ｜ 

i l化 ｜表の変化 I I 

｜風の向き・強さの測 i地層とたい積岩，化石，｜太陽・月の表面・大き l

I ITT5~~t定：ー！？’－？？！地下7ト！？炭：－~－＝：~___ ___¥__ ？？？：一一一： • iくわい I i : ~l~ ；とい

I l湿り気の測定，雲と｜火山と温泉，火成岩｜太陽の運行（日変化‘

（鴬 6学年｜雨・雪，雨量の測定［ （かこう岩・安山岩な｜年変化）・地球の自・公
I I ｜ど〉の特徴，主な造岩｜転と季節の変化

j ! 1 鉱物，金属鉱物の特徴｜
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する。 6領域とは高学年の分け方で，（1）生物， (2）天気

（気象）， (3）地表・地かく，（4）天体，（5）物理，（6）物の変化

（化学〉であって， 6領域中 3領域が地学関係領域とな

っている。この時期の系統学習については相当の検討が

加えられ，地学については表8のような教材の系統が考

えられ，学習指導要領の基礎になっている。また，この

時期の地学的教材はその後の改正で若干変更されてはい

るが，むづかしい内容が高学年または中学に送られると

いう性格にすぎない点で，系統学習期は小学校段階の地

学教育史にとっても重要であると考えられる。表 8下は

天文・気象・地質の 3領域の 4～ 6学年に配当された項

目である。

革新運動は日本の理科教育にも大きな影響を与え，理科

教育の現代化が呼ばれ，その本質は創造性を開発する探

究的な学習を目指すことにあったといえる。これは現在

にうけつがれている。このように把えて，本稿では探究

学習期とした。小学校学習指導要領は昭和43年 7月に告

示され，改訂の基本方針は「基本的事項を精選してその

集約化を図る」ことであった。この改正では，以前の 6

領域を 3領域とした。すなわち，「A生物とその環境」，

d）探究学習期 1c昭和43～51年） (3領域探究学習

期の 1)

上記の系統学習に重点が置かれた小学校理科教育は10

年続いた後，昭和43年の学習指導要領の改正で探究学習

に重点を置く時期になる。本稿では，これを探究学習期

1とする。 1950年代後半から始まった米国の科学教育の

「B物質とエネルギー」，「C地球と宇宙」であり，地学

教材はC領域に示されているが，その内容は精選の方針

を受けて部分的に削除されたものもあるが，昭和33年版

と大きな違いはなく，表2の精度では等しいので内容の

表示は省略した。

e）探究学習期 2c昭和52年以降〕 (3領域探究学習

期の 2)

同じ探究学習という教育理念であるが昭52和年の小学

校学育指導要領の改正では，①人間性豊かな児童を育成

し，②内容を精選し，小中高の一貫性を図り，③授業時
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聞を減してゆとりある充実した学校生活を送らせること

を基本方針とし，理科については「自然と人間とのかか

わり」についての認識を深めることが指摘されている。

以上の方針により，内容の構成には殆ど異同がなく，

程度の高いものや基本的でないものを削除・移動し，時

間数に見合うようにした。地学教材では，地球の自転，

火山活動，火成岩， Tこし、積岩などが中学校に移された。

表 2には，これらだけを示した。

3-2 中等教育段階前期（新制中学〉

戦後中学校までが義務教育になり，小・中学校理科は

一貫性が強く意識された。義務教育の面からみると小・

中学校理科という見方がわかりやすいが，中学校は中等

教育段階前期 (Juniorhigh school）で，新制高等学校

(Senior high school）とともに中等教育段階に属し，

昭和32年改正の系統学習期に，第 1分野，第 2分野の分

野制がとられ，地学は生物とともに第 2分野に属するよ

うになって現在に至る。これは，小学校の理科は融合し

た教材配列であり，高等学校は物理・化学・生物・地学

の4学科目になっている中間的なものといえる。しか

し，教育理念、や指導方針は小学校と全く等しく，ほぽ一

体として扱われてきている。表2でその大様は理解でき

ょう。なお，中学では，地学的内容が豊富になり，表3

に当たる表4を作成したが，表現が複雑で中間試案的な

ものに止っている。

a）単元学習期の 1c単元学習普及期〉 （昭和22～26

年〉

小学校の項で述べたように，昭和22年に小・中学校を

いっしょにした「学習指導要領理科編（試案〉」が刊行

された。ここでは，単元学習の理念，中学校の目標や内

容などが，かなり詳しく述べられている。単元学習の理

念は，これまで、も述べたように，生活や産業との関連を

強く考慮し，この中から問題（学習課題〉をみつけ，こ

の問題を解決するために，生徒を中心にして学習を展開

することをねらったものである。このため，生活理科と

よばれたり，問題解決学習とよばれたりした。

文部省は，学習指導要領の内容を具体化するために，

中学校理科教科書「私たちの科学」 （昭22～23年〉を刊

行した。これは各学年6冊（計18冊・ 18単元〉で，地学

に関連するものは，第7学年：単元 1空気はどんなはだ

らきをするか。単元 2水はどのように大切か。第8学年

：単元 9海をどのように利用しているか。単元10土はど

のようにしてできたか。単元11地下の資：涼をどのように

利用しているか。第9学年：単元13空の星と私たち。な

どがあり，戦前に比べて地学教材が非常に重視されるよ

うになったことがわかる。この後，昭和24年に検定教科

〔地学教育

書制度が発足し，昭和25年から中学校の検定教科書が使

用されるようにったが，その内容や体裁などは国定教科

書と大差ないものであった。

b）単元学習期の 2c単元学習全盛期〉 （昭和26～32

年〉

昭和22年度版の学習指導要領ば急いで作らざるを得な

かった事情もあり，単元学習の趣旨が十分徹底していな

いことなどの反省から，文部省は「中学校・高等学校学

習指導要領・理科編（試案〉」昭和26年改討版を発行し

た。これは 500ページ近い大冊で，単元学習の趣旨を徹

底させるため，各単元の内容について指導法や学習活動

（例〉まで、述べた詳細なものであった。

中学校の内容については，学年ごとに「主題」をお

き，これを柱にして単元〈各学年6単元，計18単元〉を

設定している。この中，地学的な単元としては，第 1学

年：主題「自然のすがた」単元 I季節や天気はどのよう

に変化するか。また，これらの変化は人生にどのような

影響を及ぼすか。単元E地球の表面はどのような形をし

ているか。また，それは人生にどんな影響を与えるか。

単元E水は自然界のどんなところにあるか。また，水は

生活にどのようなつながりをもっているか。単元V地下

はどのようになっているか。また，そこからどのような

資源が得られるか。単元VI天体はわれわれの生活とどの

ようなつながりをもっているか。第 2学年：主題「日常

の科学」 〈ここでは家に関する単元で，材料や災害防止

などわずかに地学的内容がある〉。第3学年：主題「科

学の思恵」単元E天然資源を開発利用し，さらにこれか

ら新しい物資をっくり出すのに科学はどのように役だっ

ているか。

以上のように，第 1学年は大部分が地学的内容で占め

られており，全体としてみてもおよそ30%が地学の内容

になっている。

地学関連単元とその内容（疑問形〉を簡略化して示す

と，つぎのようである。

第 1学年主題「自然のすがた」

単元 I 季節や天気の変化（1. 季節と地表の変化，

2. 風・気圧， 3. 雨・雪，雲， 湿度など， 4. 季

節と生活，天気予報など〉

単元E 地球の表面 (1.地球の表面の特徴， 2. 空

気や水の作用と地表の変化， 3. 火山， 4. 地震，

5. 地かくの上昇・下降，山のできかた〉

単元E 自然界における水（1. 水と人生， 2.水の

性質， 3. 海のはたらき， 4. 水の循環〉

単元V 地下のなりたちと資源（1. 土， 2. 地かく，

岩石・鉱物， 3. 地球の内部， 4. 地下資源， 5. 
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地表の歴史〉

単元VI 天体（1. 太陽， 2. 月・太陽系と惑星，す

い星と流星， 3. 星の色と等級，恒星， 4. 星の動

き， 5. 地球の自転・公転〉

第 2学年主題「日常の科学」

単元E 家〈地学的内容としては， 2.家の材料，

5. 災害防止一風水害，地震などがある〉

第 3学年主題「科学の，恩恵」

単元立 天然資源の開発・利用（1. 金属資源の採

掘と利用， 2. 岩石・鉱物， やきもの， セメント

などの利用， 3. 石炭・石油の採掘と利用，

7. 天然資源の保護と分配）

単元VI 科学と人生（過去の世界の解明など，部分

的に地学的なものがある程度〉

c）系統学習期（ 2分野制開始期〉 （昭和33～43年〉

これまでおよそ10年にわたって実施してきた単元学習

には，児童・生徒の主体性を重視し，問題解決のプロセ

スを通して学習を展開するといったすぐ、れた面をもって

いた。しかし，実態はこの通りにはならず，いたずらに

枝葉の知識の追求に走り，基本的な事項の理解や，系統

的なまとまりの把あくが軽視され，単元学習の理念、は形

骸化するといった実態が指摘されるようになった。

そこで文部省は昭和31年に学習指導要領の改訂に着手

し，昭和33年10月にその内容を告示した。ここでのねら

いは，基本的事項を重視するとともに内容を精選し，内

容の系統性を重視することであった。中学校では，この

ねらいを実現するために，内容を第 1分野（主として物

理・化学的内容〉，第 2分野（主として生物，地学的内

容〉に分け，各分野ごとに内容を系統的に組織すること

とした。この 2分野制は現在も続いている。

第 2分野の地学的内容は次の通りである。（太字〉

中学校第 2分野

第 1学年（1）物の生育，（2）生物の種類と特徴，（3）地表

の変化〈風化作用と土， 川と海の作用， 火山と地

震，地かくの変動）， (4）地かくの構成（岩石のでき

方と性質，鉱物の種類と性質〉

第 2学年（1）気象の変化（気温の変化，雨と雪，気圧

と風，天気の変化）， (2）植物のっくりとはたらき，

人体のっくりとはたらき

第 3学年（1）生物の生殖と遺伝，（2）地質時代と地表の

歴史（地表の歴史，生物の進化，生物の系統と分

類）， (3）地球と宇宙〈地球の概観・運動， 太陽と太

陽系，恒星と宇宙）， (4）生物資源と天然資源の利用

d）探究学習期の 1c理科の現代化時代〉 （昭和44～

52年〉

(15)-111 

周知のように， 1950年代後半から始まったアメリカの

科学教育の革新の成果はめざましいものであった。特に

PSSC物理， CBA化学， CHEMS化学， BSCS生物，

ESCP地学， IPS理科などの高校・中学レベルのプロジ

ェグトは，当時のわが国の理科教育に大きな影響を与

え，これがわが国の理科教育現代化のきっかけとなっ

た。これらのプロジェクトはそれぞれ特色をもっている

が，共通していえることは“探究としての科学”であ

り，探究のプロセスを通して科学の方法（探究の技法〉

を身につけ，基本的な科学概念を理解させることであっ

ナこ。

このような背景もあって，文部省は改訂の仕事にとり

かかり，昭和44年 4月に中学校学習指導要領を告示し

た。中・高校の学習指導要領は，上述のアメリカのプロ

ジェクトの影響を強く受け，基本的科学概念、や探究の過

程を重視した。地学教材につし、ては当然のことながら，

ESCP地学の影響を受けたが，指導要領改訂中の昭和42

年 (1967年〉，日本地学教育学会が母体となって「ESCP

全国セミナ一実行委員会」 （委員長・藤本治義〉を組織

し， ESCP本部から本部長ほか 2名の講師を招いて，東

京・大阪でセミナーを開き大きな成果を上げた。

〔第 2分野〕における地学的内容（大・中項目を示

す〉

(3) 地球を取り巻く宇宙

ア 地球，月および太陽の形状と距離

イ 太陽と地球の運動

ウ 太陽系と太陽系外の宇宙

ェ太陽放射と地球

(6) 大気とその中の水の循環

ア 地表における水の循環と太陽放射のエネルギー

イ 水の蒸発と凝結

ウ雲と降水

エ大気の動きと気圧

オ 天気と気象要素との関係

(7) 流水のはたらきと地層

ア 流水のはたらきと地表の変化

イ 地層のっくりと堆積岩

同地かくの変化と地表の歴史

ア 火山活動とマク’マの性質

イ マグマの活動と火成岩の特徴

ウ地 震

エ 地かくの変動と地去の歴史

ω 自然界のつりあいとその保護

ア 白然界のつりあい

イ 自然の利用と保護
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昭和40年代に入ってから，環境問題が注目されるよう

になり，理科においても「自然と人間生活との関係」の

認識が目標の中にもうたわれるようになった。上記の内

容のωはこれに対応するものである。しかし，まだ環境

保全の重要性が明確になっておらず，これがさらに前進

するのは，次の学習指導要領においてである。

e）探究学習期の 2c内容の精選と環境保全〉 〈昭和

52年～〉

上に述べた昭和43～45年に告示された小・中・高の学

習指導要領は，実施後の反省からまた改訂されることに

なり，昭和52年 7に小学校及び中学校の学習指導要領

が，昭和53年 8月に高等学校の学習指導要領が告示され

た。この改訂に当たっては，①人間性豊かな児童・生徒

を育成する。②内容を精選し小・中・高の一貫性を図

る。③授業時数を削減してゆとりのある充実した学校生

活を送らせることを基本方針とした。

理科については，①自然、を探究する能力・態度を育成

する。②基礎的・基本的な概念の形成が無理なく行われ

るようにするため，児童・生徒の能力の発達を考慮して

内容を精選する。③自然と人間とのかかわりについての

認識を深めるようにするなどを基本方針とした。また，

上の基本方針によって，小・中学校の理科の時数は削減

され，高等学校は科目や時数が再編されて，新科目の理

科 I・ II (Iは共通必修〉が設けられた。

新学習指導要領に示された理科の内容は，基本的には

あまり変わっていないが，内容の精選の要求に沿って程

度の高いものや基本当でないものを削除・移動し，時間

数の削減に見合うようにした。

地学教材で、削除された主なものは，小学校では地球の

自転，火山活動，火成岩，たい積岩などで，これらは中

学校に移った。中学校では，流水のはたらきと地表の変

化（小学校とかなり重複〉，地球の歴史，変成岩などで，

他にも部分的な削減はあるが大きな違いはなし、。

次に地学的内容の概要を示す。

〔第 2分野〕

(2) 地球と宇宙

ア地球の運動，イ 太陽系の構成，ウ恒星と宇

宙

(4) 天気の変化

ア大気中の水，イ 大気圧と風の吹き方，ウ 天

気の変化

(6) 地かくとその変動

ア 地層の様子と堆積岩，イ 火山の様子と火成

岩，ウ 地震とその揺れ，エ地かくの変動

(7) 人間と自然

〔地学教育

ア 人間の生存を支える物質とエネルギー，イ 自

然界のつり合いと環境保全

以上の内容からもわかるように，ここでの大きな特色

は，（7）にあるように，環境教育へのアプローチが明確に

示されていることである。

3-3 中等教育萄階後期〈新制高校〉

a）選択地学期前期〈単元学習期〉 （昭和23～30年〉

昭和23年から新制度の 3年制高等学校が発足し，戦時

下の理科教育から，新しい学校制度と新しい教育理念に

基づいた理科教育の歩みが始まった。

それまで，理科は物理，化学，生物が中心に理科の科

目の構成が行われていたが，新たに地学という科目が設

けられて科目となった。このことは，我が国の地学教育

史上，画期的なできごとといえる。

地学は，戦前の物理や物象に含まれていた地球物理や

天文，同じく博物の一部に含まれていた地質や鉱物，地

理の一部に含まれていた地文を合体して構成された。

生徒の理科の履修は，物理，化学，生物，地学の 4科

目の中から 5単位 1科目以上の選択必修とされた。

昭和23年 1月に提示された文部省「高等学校の学習指

導要項（試案〉」，地学の目標として，次のように示され

ている。

「……広い自然の諸現象について，組織的な研究方法

をもって論理的な知識体系を組み立てて行くことを学び

取らせる。そして，人類の宇宙観・自然観が科学の進歩

発展によってはじめて堅実なものとなって来たこと，及

び天然資源は，今後の人間生活にとって無限に利用され

る可能性をもっていることを十分に意識させる。」そし

て理解の目標として21項目，教材一覧として28項目にわ

たって示された。

表 9 （昭和23年 1月）高等学校学習指導要項

2. 理解の目標

1. あらゆる天体は天球上を運動すると考えることが

できる。

2. 惑星の運動を解釈することが，宇宙の構造を解く

第ーのかぎとなる。

3. 万有引力の法則はあらゆる星の運動を支配する。

4. 時間は天球上の太陽または恒星の運動によって定

められる。

5. 恒星は進化すると考えられる。

6. 宇宙観は科学知識や観測技術の進歩とともに発展

した。

7. 地球の形を正しく定めるには，世界のあらゆる場

所で精密な測定が行われなければならなし、。

8. 気圏の下部はたえず流動している。
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9.雲・雨は大気中の水蒸気の熱力学的な変化によっ

て生ずる。

10.気象の変化には， 1年の周期のもののほか，いろ

いろの長期の周期のものもある。

11. 気候は地形や地勢などの特殊な条件に支配され

る。

12.海洋の水は，地球と月や太陽との相対的な運動に

よる力によって動かされる。

13.地球上の水はいろいろな経路を経て循環してい

る。

14.地形は水や風の作用によってたえず変化してい

る。

15. 地層の順序によって化石の順序が確立され，化石

の特徴が変化する順序は離れた土地の地層で、も類似

している。

16. 地震の観測は地球の内部構造をさぐる有力な手が

かりとなる。

17. 火山は地球上の特定の地方に密集している。

18. 岩石は地上や地下において，化学的にも物理的に

も激しい変化を受ける。

19.岩石は鉱物の集りである。

20. 地球の表面及び地下の地質を調べつくすことは，

地表の変化や生物の進化に関する知識を得るのに必

要であるし，地下資源を求めるのに重要な仕事であ

る。

21. 地下資源をさぐるのには，今後ますます進歩した

物理的・化学的知識と技術とを必要とする。

3. 教材一覧

1.天球（天体の座標，恒星・惑星の運動〉

2. 時と暦（恒星時・太陽時・太陰暦・太陽暦〉

3.太陽系の構造〈コベルニグスの太陽中心説，ケプ

ラーの法則，万有引力の法則，太陽・惑星の質量，

惑星までの距離〉

4. 太陽・月・惑星

5. 恒星の種類と進化

6. 宇宙の構造

7. 地球（形と大きさ，ゼオイド，地図，地磁気〉

8. 大気（組成・電離層〉

9. 気温・気圧

10. 風・低気圧〈風災〉

11. 雨・雪・雲

12.天気予報

13. 気象と気候（日本の気候〉

14.海洋と海水（深さ・温度・塩分・底質〉

15.海流と潮せき

16. 水の循環（陸水・水災〉

17. 土じようと風化作用

18. 侵しょくとたし、積

19. 地形

20. 結晶と鉱物

21. 火山と火成岩

22. 地震と地かく変動〈震災〉

23. 地層と化石

24. 変成作用と変成岩

25. 鉱床と地下資源

26. 地質図と地質構造

27. 地史，古生物，人類の発達

28. 地球の内部の推究

(17）ー103

このときは，暫定的な教科書としてB6版の教科書が

発行されたが，昭和25年以降は検定教科書となった。

昭和27年 3月になって，生活単元学習の一層の充実を

図るため，全面改訂が行われ，中学校，高等学校学習指

導要領・理科編（試案〉一昭和26年（1951）改訂版が出

された。

この指導要領には，単元の詳しい展開例が示されてい

る。

b）選択地学後期（系統学習期〉 （昭和31～37年〉

戦後10年程経過して，生活単元学習に対する批判や科

学技術立国を目指す我が国の理科教育への期待が高まっ

てきたので，昭和30年12月，文部省は，学習指導要領の

改訂を行った。また，科目は 5単位と 3単位の 2コース

を設け， 2科目を選択必修と改めた。

理科の内容は，それまでの生活単元学習が学問的な知

識の体系の形成に必ずしも有効でないという批判に応え

て，学問的な系統を重視したものに改められた。

表10 昭和31年度改訂版（昭和30年12月〉

(1) 5単位地学の内容

天体

太陽系（1）一一太陽・惑星・月の概観，惑星・月など

の運動，太陽系の天体の距離と質量の求め方，（2）日

食と月食／天球一一ー天球と日周運動，天体の見かけ

の運動，天体の座標と星座，恒星時と太陽時（3），時

と暦／恒星一一恒星の等級・距離・絶対等級・スペ

クトル型（4），巨星と倭星（5），連星と変光星（6）／宇宙

一一恒星の数・分布・運動，星回と星雲，銀河系，

宇宙観の変遷（7)

地球の概観

地球の形態、・性質・構造一一地球の形と大きさの決

め方（8），水陸の分布，地球上の位置の決め方，地球

の三圏とその構成物質（9），地球の質量・密度・重力
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帥，地磁気，地球の内部／地球の運動一一自転，地

軸の運動ω
気圏

大気一一大気の組成，気温・気圧・湿度，対流圏と

成層圏(1~，電離圏ω／気象一一風，気圧配置と風と

の関係，大気の循環，大気中の水蒸気とその状態変

化，雲・雨・雪などの成因，高気圧と低気圧ω，気

団，前線，天気図と天気予報

水圏

海水一一海の広さと深さ，海水の塩分・温度・密

度，波，潮汐と潮流，海流／陸水一一川〈流量，流

速など〉同，湖沼，地下水

岩圏

鉱物一一鉱物の性質M，結晶および非結晶，結品の

特性初，おもな鉱物の性質と産状／岩石一一岩石の

構成〈鉱物成分・化学成分など〉， 火成岩・たい積

岩・変成岩の産状・成因・性質・種類／岩圏の現象

伸一一岩圏における物質の移動と状態変化

大地の変化

大気と水の作用一一岩石の風化，土壌の成因と性

質，風・流水・地下水・氷河・海水による侵食・運

搬・たい積，地形の変化帥／火山一一火山噴出物，

火山活動，火山の形と構造，火山の分布，温泉／地

震一一地震波の性質，震源，地震の分布，地震に伴

う現象帥／土地の変動帥一一水準点・三角点の動

き，土地の隆起と沈降

大地の成立幼

地質構造一一岩石相互の構造関係，整合と不整合，

しゅう曲と断層帥，地質図~~，地質調査の方法，地

質構造の解釈，鉱床の種類と成因，鉱床の探査／地

史一一層序，化石，地質系統と地質時代，先カンプ

リア代・古生代・中生代・新生代の概要

この指導要領は，目標，内容，留意事項に分けられ，

学習指導法については， 「留意事項」として簡単に記述

されるだけとなったので，それ以前のものに比べて大そ

う薄いものになった。

c）必修地学期（系統学習期〉 （昭和35～44年〉

昭和30年代の半になると，高等学校における地学の履

修者が大幅に減少し，当該生徒の一割く申らいになってい

た。また，偏りの少ない教養を得させるため，高校3か

年間で理科の 3科目を必修とするため，地学を分割して

これらの科目に含めるという案が出された。しかし，こ

のような分割した内容では，自然を統一して認識するこ

とは困難で，望ましい自然観の育成になり得ないという

意見が出され，ここに地学が存続し，他の理科とともに

〔地学教育

普通科高校では必修となった。しかし，その単位数は物

理 5,(3），化学4,(3），生物4, (3）に対して，地学2と

なった。

これまで 5～3単位の地学であったものが 2単位にな

るため，学習指導要領の作成は困難な作業であったが，

それまでやや寄せ集め的な地学が統一されたものになっ

たともいえよう。

ここでは，地球上層部と地球下層の部に分けて構成さ

れている。

表11 昭和35年10月 指導要領

〔地球上層の部〕

地球の概観一一地球の各圏とその構成，地球の形

と大きさ（決める方法を中心に扱う。〉，地球の環

境〈天体からの力，重力，地磁気，各種の放射な

どについて簡単に総合的に扱う。〉

天体としての地球一一一天球における星の位置（赤道

座標，地平座標を吸う。〉，地球の自転（証拠とな

る事実を中心に扱う。〉，地球の公転〈年周規差，

黄道，地軸の傾きを扱う。〉，時間と時刻（均時

差，時報，経緯度の決定を扱う。〉，惑星の視運

動，太陽系の構造，太陽放射の地球に及ぼす影響

地球における大気と水一一ー地球上における大気の動

き（概括的な運動の状態，気団，高気圧，低気圧

などを扱う。〉，大気中の水，地球表面に及ぼす大

気の影響（吹送流，風波，風食，風成層の生成，

砂丘などを扱う。〉，四季の気象，天気図と天気予

報，地形と気象，気候とその変動，海水の大循

環，海流，潮せきと潮流，海水・陸水の運動とそ

の作用（浸食，運搬，たい積などを扱い，津波，

こう水などにもふれる。〉

〔地球下層の部〕

地球表面と地かく一一一地球表面の概観（水陸分布，

大地形などを扱う。〉，地かく（形状，構成物の概

観などを扱う。〉，主要な鉱物と岩石，鉱床，マグ

マの活動とその生成物（火山，温泉などについて

も扱う。〉，たい積作用による生成物，岩石の風

化，地かく内における岩石の変化，地かく構成物

質の循環

地球の歴史一一地質調査と地質図，地層と化石，地

層の対比，地質時代の区分と地質年代の決め方，

最近の地かく変動（地盤変動，水準変化，地震な

どについて最近の地質時代から現世に至るものを

扱う。〉，地質構造と地かく変動，日本の地質構造

，古生物と地かくの変遷，星の進化と宇宙の構造

d）選択地学期（探究学習期〉 （昭和45年～〉
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昭和30年代の終わりから， 40年代の初めにかけて，理 程を旧制大学に引き続いて置いた。大学院の学生定数は

科教育は現’代化運動が世界的に行われた時代で、ある。我 修士課程が 1講座2名，博士課程が 1名と定められた。

が国の理科教育もこの影響を大きく受けたといえよう。 これとは別に，各都道府県に 1つの新制大学が設置さ

昭和45年10月に告示された学習指導要領は，探究の過 れ，各地方の旧制高等学校，師範学校・専門学校などを

程の重視，基本的な科学概念による知識の体系化，科学 統合して，教養部と専門に見合う学部をつくって発足し

の方法の習得が掲げられている。 た。これらの制度は地学教育にも大きな関連を持つ。

しかし，一方では，高校生の進学率の上昇に伴う，生 旧制大学では，旧帝大の理学部には従来とほぼ等しく

徒の能力，適性に応じるため，理科は再び選択となり， 地質学教室，地球物理学教室（地震・気象・海洋学な

基礎理科 1科目又は，物理I，化学 I，生物 I，地学I ど〉，天文学教室，地理学教室などがあり，地学領域の

の中から 2科目 6単位となった。 各専門コースがあるが，各教室，学科・専攻名はほとん

地学は，地学 I，地学Eとなり各3単位で多くの内容 ど変更がなく，そのまま踏襲されているが，大学の地学

を含むものになったが，これらはいずれも選択であるた 教育の面からみると，第 1に既に述べた昭和17年東京文

め，その履修率は他の科目よりも大きく下回わることに 理科大学地学科に地質学鉱物学専攻の地質学鉱物学教室

なった。 ができたこと，第 2に名古屋帝大が戦後新制の名古屋大

内容については，基本的な科学概念、として， 「宇宙空 学に改組された昭和24年，理学部に地球科学科，地球科

聞の広がり，地学現象におけるエネルギーの流れ，地球 学教室ができたことがあげらる。地球科学教室は，旧制

と宇宙の進化，自然界の平衡など」が示され，内容構成 大学の地学関係各専門分野がそれぞれの教室にわかれで

もこれらに基づいて行われている。 いたのとちがい，地学を共通の研究目標とし得る新しい

その後昭和53年になって学習指導要領の改訂が行わ 体制であったということができる。このような理学部の

れ，理科 I. Ilが設置され，物理，化学，生物，地学は 専門学科・教室の教育・研究のほか，教養部には一般教

I. Ilの区分がなくなり，それぞれ4単位となった，必 育として地学が課せられているので，地学担当教官がい

修の単位数は4単位，理科Iのみとなり，他はすべて選 て，教育・研究に当っている。この中で東大教養学部に

択となった。表5ではこれらを別欄で、示した。 宇宙地球科学教室があるのは第3に指摘しておきたい名

地学の内容は，この理科Iの中で地球の運動，地球の 称である。宇宙科学と地球科学の研究者が 1教室に所属

形状，地球の熱収支，生態系と物質循環，資源，太陽エ することは，理学部では仲々考えられず，教養部から教

永ルギー・原子力の活用，自然環境の保全が扱われ，他 養学部（大学院設置〉に格上げになった実力と多数の研

は選択の地学に含まれている。 究者と地学領域に対する共通理解によるものといえるの

高校地学の戦後の歩みを概観すると，当初取り上げら で，旧制大学としては特筆に値する。

れていた生活と直結する内容が順次減少し，それらは人 各県にできた新制大学で、は，昭和22年の学校教育法の

聞の生活環境の認識へと大きく変わってきたといえよ 制定により，初等中等教育段階で地学ができ，高校では

う，また，その他のことについても細かな事実の認識よ 物理・化学・生物と対等の“地学”の学科目ができた後

りは，自然の見方・考え方を基本としたものに変わって の大学統合発足のため，地学教育の面からみると，発足

きたといえよう。 時から“地学”が新しく登場した画期的なことであった

3-4 高等教育段階（新制大学〉 といえよう。すなわち，教養部と教育学部〈設立当時は

太平洋戦争後，最も顕著な学制の変更があったのは高 学芸学部〉には必ず地学担当教官がおり，地学研究室が

等教育段階の改革であった。すなわち，昭和24年（1947) できた。教養部では一般教育の地学，教育学部で、は一般

4月，従来の高等教育段階の大学，旧制高等学校，専門 教育課程に統く専門課程の地学と各科教授法（理科地学〉

学校・師範学校などはすべて新制大学として合併・統合 担当の教官からなる地学研究室が設けられた。教育学部

されたからである。大学は前期 2年の教養課程と後期 2 の地学は小学校・中学校教員コースの必須科目であり，

年の専門課程からなる 4年制で，前期が教養部，後期が 天文・気象・地質・鉱物など地学全般の開講が求められ

学部で，学部の上に大学院を置くと定められた。このた ているが，地学教官の定員が少ないところに難がある。

め，旧制大学（旧帝大，東京・広島文理科大学，東京工 東京学芸大学・大阪学芸大学には大学院修土課程が置か

業大学，一ツ橋大学〉のうち，綜合大学（多教の学部を れているが，新制大学の教育学部も条件が満たされた大

持つ旧帝大〉は旧制高等学校を合併して教養部としたと 学から順次大学院修士課程が置かれるようになり，地学

ころが多く，同時に旧制大学は学部の上に大学院博士課 の教育・研究体制が少しずつ充実の方向を指している。
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近年新設された兵庫教育大学・上越教育大学は教員の再 組に当っては，地学科を地球科学科と呼ぶ大学が，名古

教育を目指す大学院大学の性格を持つ大学で，地学教育 屋大学に次いでできた。

の振興に期待されよう。 以上の新制大学を要約すると，新制大学になってから

新制大学で地学充実の面から変化の大きいのは，文理 約40年を経た今日，大学でも“地学”に対する共通理解

学部・教養部等が改組されて理学部ができ，更に理学部 がかなり定着しつつある。今後は，近年の地球環境問題

に大学院修士課程も置くことができることになったこと に関し， “自然と人間の共存”の立場から，自然を一層

に関連する。新制大学発足時の文理学部などでは当時の 綜合的に把握し，理解し，対処することが要請されつつ

専攻分野の教官数などが反映して，地学教官組織が基準 あることからすれば，自然の綜合的見方を強調する初等

(4講座分〉に満たなく，地学科目が独立できない大学 中学教育の“地学”は，大学教育においても，一層の理

もあった。しかし，その後，特に大学院修士課程の設置 解と協力が得られることが期待される。

を目指して充実がはかられつつある。なお，理学部の改
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別表 1 初等教育段階（小学校，国民学校〉の理科教育課程の変遷
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別表2 中等教育段階（旧制中学，新制中学，新制高校〉の理科教育課程の変遷
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昭和 62年度総会の案内

下記により昭和62年度の総会を開催いたします。総会

は，会則第9条の 1により，正会員の10分の l以上の参

加がなければ議決することができない，となっておりま

す。ご出席できない方はお手数でも，前回雑誌に同封し

た委任状（葉書〉に所定事項をご記入捺印の上， 7月25

日までに届くようご投函下さるようお願L九、たします。

日時昭和62年 7月27日〈月） 12: 00～12: 30 

会場全国大会々場（八王子労政会館〉

議案

興味・関心及び観察力についての一考察，地学教育第

38巻第 6号， 1985年12月，に掲載された研究論文。

本年度は上記 1件に対して賞状および奨励金を授与

しTこ。

ケ．日本教育研究連合会の表彰

本会が推薦した次の 3名の会員が日本教育研究連合

会の第11回総会 (10月31日～11月 1日〉で表彰を受け

られた。池上良平氏〈東京学芸大学名誉教授〉， 須藤

和人民（埼玉県常盤女子高校長），藤本丑雄氏〈山梨

大学講師〉。

1. 承認事項 コ．その他

(1）昭和61年度事業報告 会員の動勢，海外巡検の後援など

ア．第40回全国大会，昭和61年度全国地学教育研究大会 (2) 昭和61年度会計決算報告〈別掲〉

昭和61年 7月29日（火〉～8月 1日（金〉 (3) 会計監査報告

上越市，上越教育大学参加者165名 総会当日，会計監査より報告。

イ．総会

昭和61年 7月29日〈火） 9 : 30～10: 00 

上越教育大において開催

出席者 60名，委任状 240名。

ウ．理事会

昭和61年 7月28日〈月） 17: 30～18: 30 

会場上越サンプラザホテル

出席者 16名，委任状 18名

エ．常務理事会

昭和61年 5月26日， 7月14日， 9月29日， 12月 1日

昭和62年 2月2日， 4月13日， 6回開催した。

オ．会昔、の発行

地学教育第39巻第3号〈通巻第 182号〉から第

40巻第2号〈通巻第 187号）までの 6冊，計 226ペ

ージを予定の発行月に刊行した。

カ．大学入学者選抜共通第一次学力試験問題検討委員会

昭和62年 3月14日〈土） 14: 00～17: 00東京学芸大学

地学教室において開催， 24名の参加を得て検討会を行

い，結果を大学入試センターに送付した。

キ．地学教育史編纂委員会

昭和61年 5月24日， 7月26日， 10月4日， 11月29日

昭和62年 2月7日， 4月11日に開催した。第 1回の報

告書を地学教育に投稿した。

グ．学術奨励賞の授与

鈴木欣也（千葉県君津市立坂田小学校〉・円英二（千

葉県安房郡三芳村立三芳小学校〉：児童の雲に関する

2. 審議事項

(1) 昭和62年度事業計画（案〉

ア．第41回全国大会，昭和62年度全園地学教育研究大会

昭和62年 7月27日（月〉～30日〈木〉

東京八王子労政会館において開催。

イ．総会

昭和62年 7月27日〈月） 12 : 00～12: 30 

全国大会日程中に開催。

ウ．理事会

昭和62年 7月26日〈日） 14: 00～16: 00 

東京八王子労政会館において開催。

エ．常務理事会

昭和62年 6月15日（月〉に第 l回を開催，以後， 7

月上旬， 9月下旬， 12月上旬， 2月上旬， 4月上旬に

開催予定である。

オ．会誌の発行

地学教育第40巻第3号（通巻第 188号〉から第

41巻第2号（通巻第 193号〉までの 6冊を奇数月に

刊行する。

カ．その他

地学教育史，コンビュータ地学研究，環境科学各小

委員会，大学部会などそれぞれ研究活動を行う。

(2) 昭和62年度会計予算（案〉 （別掲〉

3. 役員改選別表の通り決定。

4. 学術奨励賞の授与 ＜候補者を審査中＞
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6,824 。。金越繰昭和61年度会計決算報告

4, 767, 763 4,779,000 4,685,000 計l』
口
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う

補
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目

昭和62年度会計当初予算案

科 日 当初予算額

円
3, 410, 000 

3,400,000 

10,000 

500,000 

775, 000 

280,000 

72,000 

360,000 

60,000 

3,000 

6,824 

収入の部

会 費

個人会費

賛助会費

補助金

雑収入

前年 迄会費

パックナンハ一

広告料

推薦・監修料

利 息

繰 越金

円
3, 138,000 

3, 128,000 

10，。。。

円
3,370,000 

3,360,000 

10,000 

円
3,410,000 

3,400,000 

10,000 

費

費

費
会

会

人

助

会

個

賛

530,000 

1,095,705 

480,000 

134,600 

480,000 

0 

1, 105 

530,000 

374,942 

360,000 

72,000 

440,000 

0 

2,942 

500,000 

770,942 

276,000 

72,000 

360,000 

60,000 

2,942 

金

雑収入

前年迄会費

パックナンパ一

広告料

推薦・監修料

利 息

助補

4,058 4,058 4,058 金越繰

4, 767, 763 4,779,000 4,685,000 計,6、
口

4,691,824 計l』
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日科

当初予算額
（繰越金確定〉

目科

円
305,000 

300,000 

0 

5,000 

2,792,880 

2,592,000 

200,880 

1, 593, 944 

480,000 

81, 000 

40,000 

450,000 

180,000 

80,000 

220,000 

10,000 

52,944 

大 会費

地元への補助

通信運搬費

消耗品費

成果刊行費

印刷製本費

通信運搬費

運 営費

アルパイト料

会議費

分 担金

名簿積立金

印刷費

封筒印刷費

通信運搬費

消耗品費

予備費

円
303,740 

300,000 

0 

3,740 

円
305.000 

300,000 

0 

5,000 

円
305,000 

300,000 

0 

5,000 

大会費

地元への補助

通信運搬費

消耗品費

3,013,654 

2,778,004 

235,650 

2,886, 120 

2,664,000 

222, 120 

2, 792,880 

2,592,000 

200,880 

成果刊行費

印刷製本費

通信運搬費

1,443,545 

456,000 

95,650 

40,000 

230,000 

202, 150 

96,000 

194,060 

42, 125 

87,560 

4, 760,939 

L 587, 880 

456,000 

81, 000 

40,000 

470,000 

180,000 

80,000 

220,000 

10,000 

50,880 

4,779,000 

L 587, 120 

456,000 

81, 000 

40,000 

470,000 

180,000 

80,000 

220,000 

10,000 

50, 120 

4,685,000 

運営費

アルバイト料

会議費

分担金

名簿作製費積立金

印刷費

封筒印刷費

通信運搬費

消耗品費

予備費

支出計
4,691,824 計A 

ロ
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日本地学教育学会昭和62年度役員表

役職 氏 名 勤 務 先 役職 氏 名 勤 務 先

会 長 平山勝美立 教 大 学 理 事藤田郁男北海道立理科教育センター

副会長（本部〉小林 学筑波大学 武山宣崇宮城県立仙台南高等学校

〈大会〉佐藤瑛一都立多摩工業高校〈長〉 吉田三郎山形大学

（以上任期62年度〉 新井房夫群馬大学

大沢啓治港区立青山中学校（長〉
矢島敏彦埼玉大学

常務理事長
平 野 弘 道 早 稲 田 大 学

常務理事 大金要治郎都立国分寺高等学校 木村一朗愛知教育大学

大脇直明東京学芸大学 高畠好雄富山県立大沢野工業高等学

買手屋仁都立教育研究所 校

栗原謙二立教大学 山際延夫大阪教育大学

木下邦太朗三鷹市教育委員会指導主事 山田 純前三重大学

島貫 陸東京学芸大学 吉村典久広島大学学校教育部東雲分

須藤和人埼玉県立常盤女子高校（長〉 校

徳永正之茨 城 大 学 佐藤信次愛媛大学

長谷川善和横浜国立大学 田村 実熊本大学

増田和彦杉並区立松ノ木小学校（長〉 古家 修熊本県立第二高等学校

（以上任期62年度〉 （以上任期62年度〉

石川秀雄千 葉 大 学 古谷 泉北海道立函館中部高等学校

熊谷勝仁狛江市立第五小学校 〈長〉

佐藤文男東京学芸大学 柳沢一郎いわき短期大学

下野 洋国立教育研究所 鈴木将之宇都宮大学
鈴木秀義渋谷区立松涛中学校（長〉 円城寺守筑波大学

渡嘉敷哲慶応志木高等学校 菅野重也群馬県立榛名高等学校

柳橋博一横浜市立桜ケ丘高等学校 西宮克彦山梨大学
横尾浩一都立教育研究所 水野閲映福井県立鯖江高等学校

（以上任期62,63年度〉 留岡 昇京都府立日吉ケ岡高等学校

事務局 岡村三郎東京学芸大学 恩 藤 知 典 神 戸 大 学

会計 石井 醇東京学芸大学 赤木三郎鳥取大学

庶務 榊原雄太郎東京学芸大学 松川正樹愛媛大学

編集 本間久英東京学芸大学 田中豊俊久留米大学付属高等学校

〈以上任期62年度〉 〈以上任期62, 63年度〉

大会 浅井嘉平都立北多摩高等学校
」匪工と0. 査 高野 貞元都立上野忍岡高等学校

小松原茂美都立九段高等学校 〈長〉 (62年度〉
新城 昇都立向正高等学校（長〉 嘉村策麿前筑波大附属桐ガ正養護学
茂木秀二都立立川高等学校

校（62, 63年度〉
（以上任期62年度〉

副会長〈大会〉は 1名欠員，補充の予定である。
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